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−
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ホットコアは大質量星形成領域で観測されるコンパクトで温度の高い天体であり、COMsをはじめとする分子
輝線が検出される特徴を持つ。大質量星形成の解明のためホットコアを統計的に研究を行うことは重要である。
これまでホッコアのサーベイは連続波にもとづいて行われてきた。
FUGINプロジェクトはCOの 3輝線同時サーベイ観測であるが、帯域にはホットコアトレーサーとして知られる
HNCO, CH3CN 輝線が含まれている。我々はC18O輝線とこれら 2輝線をもとに連続波に基づかないホットコア
サーベイを行っている。ホットコアトレーサー輝線ベースのホットコア無バイアスサーベイは世界初の試みであ
る。FUGINデータより抽出した候補天体について野辺山 45m鏡でHNCO, CH3CN に加え SO, OCS, HC3N 輝
線なども含めた確認観測を行いホットコアカタログを作成する。ℓ = 10◦ − 20◦ではサーベイから抽出した 64候
補天体について確認観測を行った結果、25の分子輝線がコンパクトな広がりであるホットコアを同定した。
このサーベイを ℓ = 20◦ − 50◦に拡張し統計的サンプルを約 3倍に増やす。現在 291の候補天体を検出しており、
これらについて ℓ = 10◦ − 20◦と同様に確認観測を行う予定である。ℓ = 10◦ − 20◦での解析結果を報告するとと
もに、ℓ = 20◦ − 50◦での拡張研究を速報する。


